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隠
さ
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

｜

大
江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子

チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ

』
論
｜

時

軒

要

旨
大
江
健
三
郎
の
『
取
り
替
え
子
』
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は
主
に
テ
ク
ス
ト
の
中
核
を
据
え
る
「
ア
レ
」
に
解
釈
を
加
え
、
分
析

し
て
き
た
。
だ
が
、
事
実
と
の
関
連
性
で
あ
れ
、
超
国
家
主
義
の
暴
力
で
あ
れ
、
い
ず
れ
の
解
釈
も
作
中
で
言
及
さ
れ
た
過
去
の
作
品
と
本
作
と

の
つ
な
が
り
、
つ
ま
り
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
を
見
逃
し
て
い
る
。
共
同
了
解
を
前
提
と
す
る
「
ア
レ
」
は
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、「
嘘
」
の

仕
掛
け
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
焦
点
人
物
で
あ
る
古
義
人
は
「
友
情
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
自
分
の
吾
良
に
対
す
る
同
性
愛
指
向
を
隠
蔽
し
て

い
る
。
そ
の
隠
蔽
を
暴
く
た
め
に
、
も
う
一
人
の
焦
点
人
物
千
樫
の
視
点
が
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
機
構
で
あ

る
錬
成
道
場
の
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
に
よ
っ
て
、
古
義
人
と
吾
良
の
摸
擬
同
性
愛
関
係
が
暴
力
の
形
で
排
除
さ
れ
た
。
テ
ク
ス
ト
で
不
分
明
で
あ
る「
ア

レ
」
は
要
す
る
に
、
吾
良
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
起
点
と
し
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
の
暴
力
を
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
す
る
出
来
事
の
全
体
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
自
作
に
お
け
る
身
体
的
な
同
性
愛
表
象
か
ら
脱
皮
し
、
身
体
へ
の
欲
望

を
媒
介
と
す
る
想
像
上
の
同
性
愛
表
象
こ
そ
は
、『
取
り
替
え
子
』と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
達
成
と
言
え
よ
う
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
同
性
愛
表
象

を
扱
っ
た
過
去
の
作
品
が
招
喚
さ
れ
た
り
、
改
訂
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
読
者
が
先
行
作
品
を
通
じ
て
積
み
重
ね
た
「
ア
レ
」＝

「
大
江
文
学
に

お
け
る
同
性
愛
表
象
」
が
書
き
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

二
〇
〇
〇
年
代
の
古
義
人
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
作『
取
り
替
え
子
』（
講
談
社
、

二
〇
〇
〇
）
は
大
江
健
三
郎
の
作
品
に
お
い
て
、
珍
し
く
三
人
称
を
取
っ
た
小

説
１

で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
は
「
ア
レ
」
と
い
う
指
示
語
で
表
象
さ
れ
た
過
去
の
出

来
事
へ
の
遡
及
・
回
想
を
中
核
に
置
き
、「
ア
レ
」
へ
の
謎
解
き
証
言
と
し
て
主

人
公
ら
の
言
説
を
配
置
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
共
同
了
解
の
前
提
で
使
わ
れ
た

指
示
語
「
ア
レ
」
の
指
示
内
容
は
こ
こ
で
、
同
じ
経
験
を
共
有
し
た
は
ず
の
二
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人
の
主
人
公
さ
え
も
分
か
ら
な
い
、
曖
昧
の
ま
ま
で
あ
る
。「
ア
レ
」に
対
す
る

二
人
の
認
識
は
共
同
了
解
ど
こ
ろ
か
、む
し
ろ
分
裂
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

古
義
人
と
吾
良
の
間
に
挟
ま
れ
る
こ
の
分
裂
は
、
二
人
の
同
じ
出
来
事「
ア
レ
」

に
対
す
る
受
け
止
め
の
違
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
吾
良

が
不
在
で
あ
る
以
上
、「
ア
レ
」の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
体
験
者
古
義

人
の
言
説
に
頼
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
で
は
、「
ア
レ
」は
い
っ
た
い
ど
ん
な

指
示
内
容
を
有
し
て
い
る
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

中
で
共
同
体
の
理
不
尽
な
暴
力
問
題
、
芸
術
家
の
受
難
２

な
ど
の
観
点
か
ら
論

じ
る
も
の
が
最
も
多
い
が
、
出
来
事
の
因
果
関
係
か
ら
見
れ
ば
、
や
は
り
結
果

（
暴
力
、
受
難
）
を
原
因
（
暴
力
、
受
難
を
起
こ
す
何
か
）
の
よ
う
に
解
釈
し
て

し
ま
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
と
異
な
り
、
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て

特
権
化
さ
れ
た
「
ア
レ
」
自
体
は
「
作
中
に
語
ら
れ
る
重
大
性
に
見
合
わ
な

い
」３
、
指
示
内
容
の
稀
薄
な
、
不
分
明
な
言
葉
４

に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
論
も

少
な
く
は
な
い
。
例
え
ば
渡
部
直
己
５

は
「
ア
レ
」
を
「
密
告
」
と
推
測
し
な
が

ら
も
、
推
測
自
体
は
空
し
さ
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
と
認
め
て
い
る
。
だ
が
、

虚
構
と
現
実
の
対
応
や
越
境
に
注
目
す
る
こ
れ
ら
の
論
が
「
ア
レ
」
の
重
要
性

を
看
過
す
る
の
は
あ
る
意
味
で
、
必
然
的
な
戦
略
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
テ
ク
ス
ト
外
の
情
報
、
つ
ま
り
現
実
性
の
重
要
性
を
提
唱
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
テ
ク
ス
ト
本
来
が
指
向
す
る
中
心
の
無
意
味
化
が
自
動
的
に
要

求
さ
れ
る
か
ら
だ
。

作
品
が
三
百
頁
余
に
収
め
ら
れ
た
以
上
６

、「
ア
レ
」
の
解
釈
は
、
や
は
り
こ

の
三
百
頁
余
の
活
字
に
依
拠
す
る
し
か
な
い
。「
ア
レ
」の
真
相
に
近
づ
く
た
め

に
、
こ
こ
で
小
森
陽
一
の
論
考
を
想
起
し
た
い
。『
取
り
替
え
子
』を
星
座
小
説

と
全
体
小
説
と
し
て
評
価
す
る
小
森
の
論
７

は
「
ア
レ
」
の
解
釈
に
一
つ
の
可
能

性
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
そ
の
可
能
性
と
は
、
テ
ク
ス
ト
で
自
己
言
及
さ
れ
た

大
江
の
過
去
の
作
品
に
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、「
ア
レ
」を
読
解
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
で
言
及
さ
れ
た
先
行
作
品
『
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
』、『
政

治
少
年
死
す
』、『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』
な
ど
か
ら
考
え
れ

ば
、『
取
り
替
え
子
』
に
お
け
る
「
ア
レ
」
は
確
か
に
小
森
が
指
摘
し
た
超
国
家

主
義
や
右
翼
な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
に
関
わ
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
先
行
作
品
を
貫
く
も
う
一
つ
の
主
題
、
つ
ま
り
「
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
」
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
と
、
全
く
違
う
結
論
に
な
る
。
暴

力
の
問
題
で
あ
れ
、
芸
術
家
の
受
難
で
あ
れ
、
た
だ
「
ア
レ
」
の
結
果
に
す
ぎ

ず
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
こ
そ
、「
ア
レ
」の
真
相
で
は
な
い
か
。
本
稿

の
結
論
を
先
に
言
え
ば
、「
ア
レ
」
は
「
友
情
」
と
い
う
言
葉
に
隠
蔽
さ
れ
た
同

性
愛
表
象
と
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
の
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
に
由
来
す
る
暴
力
な

ど
の
一
連
の
出
来
事
の
総
体
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
前
後
の
テ
ク
ス
ト
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
で
、「
ア
レ
」が

指
示
す
る
隠
さ
れ
た
同
性
愛
表
象
、
同
性
愛
者
に
対
す
る
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な

社
会
の
暴
力
性
の
問
題
の
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
考
察
に
加
え
て
、
初

期
の
大
江
作
品
に
表
象
さ
れ
た
同
性
愛
と
『
取
り
替
え
子
』
の
そ
れ
と
の
間
に

お
け
る
相
違
と
そ
の
系
譜
を
整
理
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
系

譜
の
中
か
ら
、
大
江
文
学
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
表
象
の
変
遷
の
み

な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
変
遷
を
可
能
と
す
る
方
法
、
つ
ま
り
書
き
直
し
の
方
法
に

つ
い
て
も
一
側
面
を
伺
え
る
の
で
は
な
い
か
。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
五
号
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１

「
友
情
」
に
隠
蔽
さ
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

『
取
り
替
え
子
』の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
吾
良
の
自
殺
の
原
因
へ
の
探
求
は

主
に
、
焦
点
人
物
の
古
義
人
の
回
想
や
遡
及
、
い
わ
ば
探
求
譚
的
手
法
で
行
わ

れ
た
。
た
だ
、
謎
を
最
後
で
解
く
と
い
う
探
求
譚
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
異
な
り
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
は
最
後
ま
で
吾
良
の
自
殺
の
原
因
と
な
る
「
ア
レ
」
を
謎
の
形

に
保
存
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
古
義
人
の
発
言
を

絶
対
の
権
威
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
古
義
人
の
言
説
空
間
に
お
い
て
、
古
義
人

と
吾
良
の
関
係
は
長
く
付
き
合
っ
て
き
た
友
人
同
士
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
テ

ク
ス
ト
が
珍
し
く
三
人
称
を
取
る
こ
と
や
、
最
後
の
章
で
焦
点
人
物
を
古
義
人

か
ら
千
樫
に
変
え
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
古
義
人
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑

み
す
る
の
は
ま
ず
問
題
で
あ
る
。
三
人
称
の
形
式
を
取
る
以
上
、
古
義
人
よ
り

高
次
元
に
い
る
「
語
り
手
」
は
古
義
人
の
発
話
を
統
合
す
る
「
責
任
を
も
つ
は

ず
の
言
表
主
体
」８
で
あ
り
、
こ
の
語
り
手
が
発
す
る
地
の
文
も
謎
解
き
の
重
要

な
証
拠
と
な
り
得
る
は
ず
だ
。
こ
の
節
で
は
吾
良
と
古
義
人
の
関
係
か
ら
「
ア

レ
」
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
吾
良
の
表
象
か
ら
見
て
み
よ
う
。「
美
し
い
人
だ
」

や
「
誰
に
も
愛
さ
れ
る
子
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
吾
良
の
美

し
さ
は
す
べ
て
の
主
人
公
ら
に
認
め
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
美
し

さ
の
持
ち
主
で
あ
る
吾
良
自
身
は
、
自
分
の
美
し
さ
を
十
分
認
識
し
、
自
己
陶

酔
で
も
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
I E
図
書
館
の
運
動
場
で
、
自
分
の

上
半
身
を
さ
り
げ
な
く
自
分
を
観
察
す
る
他
者
（
図
書
館
の
職
員
ら
と
ピ
ー

タ
ー
）
の
前
に
晒
す
行
為
や
、
錬
成
道
場
で
自
分
が
ピ
ー
タ
ー
の
性
的
対
象
に

な
っ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
古
義
人
の
助
言
に
従
わ
な
い
回
答（「
お
れ
の
望

ま
ぬ
こ
と
は
や
ら
な
い
」、「
自
分
の
自
尊
心
」（
二
七
一
〜
二
七
二
頁
））
を
す

る
こ
と
か
ら
伺
え
る
。
危
険
を
冒
し
て
も
、「
自
尊
心
」を
護
る
と
い
う
吾
良
の

過
剰
な
自
己
重
視
・
自
己
表
象
を
言
い
換
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
一
種
の
ナ
ル
シ

シ
ズ
ム
（
自
己
愛
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
は
、
あ

く
ま
で
「
ア
レ
」
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
前
に
表
面
に
出
て
く
る
性
質
で
あ

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
吾
良
の
こ
の
性
質
は
テ
ク
ス
ト
で
繰
り
返
し
強
調
さ

れ
た
父
の
不
在
と
母
の
過
剰
な
愛
と
深
く
関
わ
る
。
と
こ
ろ
が
、V

in
cen

t
 

Jam
es K

eith

の
論
文
９

で
言
及
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
要
因
の

総
合
作
用
の
た
め
に
不
十
分
に
し
か
エ
デ
ィ
プ
ス
エ
デ
ィ
プ
ス
化
さ
れ
な
か
っ

た
結
果
と
し
て
、
吾
良
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
同
性
愛
に
近
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
ア
レ
」を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
食
い
違
い
は
理
解

で
き
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、「
ア
レ
」を
分
岐
点
に
、
吾
良
の
身
に

見
ら
れ
る
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
は
、
同
性
愛
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
テ
ク
ス
ト
に
お

い
て
、
千
樫
が
言
っ
た
兄
の
身
に
ず
っ
と
つ
き
ま
と
っ
た
母
親
的
な
要
素
は
、

い
わ
ゆ
る
吾
良
を
同
性
愛
に
導
く
要
素
の
一
つ
、「
女
性
性
」
で
あ
る
。「
そ
の

経
過
の
な
か
で
、
吾
良
は
や
は
り
子
供
じ
み
て
聞
こ
え
る
ほ
ど
素
直
に
、
い
か

に
自
分
が
母
か
ら
自
由
に
な
っ
た
か
、
と
書
き
ま
し
た
」
と
い
う
文
か
ら
推
測

で
き
る
よ
う
に
、
吾
良
が
フ
ロ
イ
ト
、
ラ
カ
ン
な
ど
の
心
理
学
者
に
接
近
す
る

の
は
、
そ
の
「
女
性
性
」（
母
親
的
要
素
）
の
嫌
悪
・
対
抗
に
由
来
す
る
。
フ
ロ

イ
ト
的
解
釈
に
従
え
ば
、
そ
の
情
緒
は
常
に
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
形
態
で
10

現
れ

る
。
そ
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
同
性
愛
に
変
換
さ
せ
た
の
は
、「
ア
レ
」
で
あ
り
、

古
義
人
と
い
う
友
人
で
も
あ
る
。
古
義
人
と
吾
良
と
の
付
き
合
い
の
き
っ
か
け

時

隠
さ
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

― ―137



は
父
の
話
題
（
古
義
人
は
授
業
で
父
に
教
え
て
も
ら
っ
た
古
文
を
引
用
す
る
）

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
も
同
じ
で
あ
る
。
古
義
人

と
ピ
ー
タ
ー
の
二
人
に
近
づ
く
吾
良
の
行
為
は
、
父
へ
の
憧
れ
、
同
一
化
に
起

源
を
持
つ
。
吾
良
に
と
っ
て
、
父
へ
の
同
一
化
願
望
は
、
女
性
性
（
母
親
的
要

素
）
を
切
り
捨
て
、
男
性
性
（
父
親
的
要
素
）
を
復
権
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
表
面
上
ピ
ー
タ
ー
の
み
が
本
当
の
同
性
愛

者
で
、
古
義
人
は
た
だ
ピ
ー
タ
ー
を
観
察
す
る
、
外
側
に
立
っ
て
い
る
吾
良
の

友
人
に
見
え
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
る
の
か
。

テ
ク
ス
ト
の
全
篇
に
お
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
は
吾
良
を
自
分
の
同
性
愛
の
相
手

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
一
方
、
ピ
ー
タ
ー
の
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
表
現
す
る
際
に
、
必
ず
付
随
す
る
古
義
人
の
目
線
を
語
る

文
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
描
写
を
一
切
含
ま
ず
、
客
観
的
に
だ
け

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
差
異
が
持
ち
得
た
効
果
は
、
テ
ク
ス
ト
の
表
面
に
お

い
て
、
読
者
の
注
目
を
同
性
愛
者
ピ
ー
タ
ー
に
集
め
な
が
ら
、
一
方
古
義
人
の

吾
良
を
見
る
目
線
を
「
友
情
」
と
い
う
紋
切
り
型
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
回
収
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
山
城
む
つ
み
が
指
摘
し
た
通
り
、
二
人
の
関

係
は
「
い
わ
ゆ
る
友
情
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
つ
い
に
は

そ
れ
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う
な
関
係
」11
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

「
友
情
」は
た
だ
二
人
の
関
係
を
ご
ま
か
す
口
実
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
指
摘
に
続
き
、
山
城
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
と
ラ
ン
ボ
ー
の
同
性
愛
関
係

で
吾
良
と
古
義
人
の
関
係
を
例
え
な
が
ら
、「
た
だ
し
」と
い
う
言
葉
で
二
人
の

ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
関
係
の
可
能
性
を
自
ら
却
下
し
た
。
こ
う
い
う
点
で
、
山

城
の
二
人
の
関
係
に
対
す
る
論
は
や
は
り
比
喩
関
係
や
推
測
の
域
を
出
な
か
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
「
田
亀
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
た
い
。
普
通
の
伝
言
シ
ス
テ

ム
と
違
い
、
吾
良
の
残
し
た
「
田
亀
」
に
お
い
て
、
死
者
が
生
者
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
こ
と
は
可
能
で
、
逆
に
聞
き
手
（
生
者
）
が
送
信
者
（
死
者
）
へ

返
事
を
す
る
道
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
義
人
が
録
音
を
聞
き

な
が
ら
返
し
た
返
事
は
排
他
性
を
伴
う
空
転
に
す
ぎ
な
い
。「
田
亀
」を
い
か
よ

う
に
聞
く
権
利
、
つ
ま
り
編
集
の
権
利
は
聞
き
手
古
義
人
に
あ
る
点
か
ら
考
え

る
と
、「
田
亀
」は
ま
さ
し
く
内
堀
瑞
香
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
古
義
人
と
吾
良

の
「
若
き
日
の
友
情
の
確
認
、
再
生
」12
で
は
な
く
、
古
義
人
が
「
吾
良
の
言
葉

を
自
由
自
在
に
解
釈
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
隠
蔽
」13
す
る
機
械
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
自
分
の
本
当
の
中
身
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
田
亀
の
原
理
は
『
取
り
替
え

子
』
に
お
け
る
古
義
人
の
行
為
全
体
の
原
理
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
原
理
と

は
閉
鎖
空
間
に
閉
じ
こ
む
独
我
的
な
解
釈
方
法
で
あ
る
。

古
義
人
は
少
年
の
自
分
が
国
家
主
義
者
で
あ
る
父
に
従
い
、
松
山
の
銀
行
襲

撃
に
参
加
し
た
事
件
に
つ
い
て
、「
い
つ
の
間
に
か
ア
レ
と
呼
ん
で
い
る
｜

吾

良
も
そ
う
だ
っ
た
｜

共
通
に
体
験
し
た
出
来
事
を
、
敗
戦
の
翌
日
、
父
親
の

「
蹶
起
」
に
従
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
並
ぶ
、
自
分
の
人
生
の
主
要
な
事
件
」（
二

〇
四
頁
）
と
語
っ
た
く
だ
り
が
あ
る
。
二
人
の
人
生
の
軌
跡
を
決
定
し
た
事
件

と
し
て
、「
ア
レ
」
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
蹶
起
」
と

「
ア
レ
」
を
並
べ
る
意
図
は
な
ん
だ
ろ
う
。「
天
皇＝

父
」
を
守
る
蹶
起
活
動
の

参
加
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
古
義
人
の
父
は
国
家
の
父
に
憧
れ
、
古
義
人
は

国
家
の
父
を
擁
護
す
る
自
分
の
父
に
従
う
と
い
う
二
重
の
同
一
化
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
父
へ
の
同
一
化
は
、
父
へ
の
接
近
、
父
の
探
究
な
ど
の
主
題
を
中
心
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に
据
え
た
作
品
を
生
涯
書
き
続
け
る
古
義
人
の
作
家
生
活
か
ら
も
窺
え
る
。
古

義
人
の
父
が
天
皇
に
憧
れ
る
行
為
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
戦
前
の
男
性
共
同
体
に

お
け
る
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
意
味
し
て
い
る
。
古
義
人

が
自
分
の
父
に
憧
れ
る
の
は
、
父
の
行
為
の
反
復
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
い
う
意

味
で
、
も
は
や
「
蹶
起
」
と
「
ア
レ
」
を
同
列
に
捉
え
る
の
は
、
も
は
や
「
ア

レ
」
の
背
後
に
同
性
愛
的
な
何
か
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。そ

の
証
拠
は
、
テ
ク
ス
ト
の
所
々
に
散
乱
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

吾
良
は
、
じ
つ
に
美
し
か
っ
た
少
年
時
か
ら
、
五
十
代
に
入
っ
て
く
る

と
頭
髪
こ
そ
痩
せ
細
り
、
数
も
す
く
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
美
丈
夫
で
あ

る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
｜

時
ど
き
の
年
齢
で
の
、
似
つ
か
わ
し
い

風
貌
姿
勢
の
自
己
演
出
を
心
得
て
も
い
た
｜

。
吾
良
が
、
外
目
に
ガ
タ
ガ

タ
に
な
っ
て
い
る
と
見
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（『
取
り
替
え
子
』、
九
四
頁
）

吾
良
の
遺
書
に
出
た
「
ガ
タ
ガ
タ
」
に
つ
い
て
、
親
友
で
あ
る
古
義
人
は
否

定
的
な
態
度
を
取
る
。
強
調
す
べ
き
は
、
古
義
人
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み

に
す
る
な
ら
ば
、
古
義
人
が
言
っ
た
「
ガ
タ
ガ
タ
」
は
外
目
の
美
し
さ
に
依
拠

し
て
い
る
と
い
う
大
事
な
情
報
を
見
逃
し
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
吾
良

の
遺
書
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
吾
良
に
自
殺
ま
で
さ
せ
た
何
か
は
明
ら
か
に
内
部

的
な
傷
を
指
し
て
い
る
。
一
方
、
古
義
人
の
「
ガ
タ
ガ
タ
」
に
対
す
る
解
釈
は
、

み
ず
み
ず
し
い
身
体
性
、
外
貌
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
吾
良
の
美
し
さ

は
決
定
的
な
事
件
「
ア
レ
」
の
試
練
を
経
て
も
、
変
わ
り
は
な
く
、
少
年
時
代

か
ら
成
年
ま
で
ず
っ
と
吾
良
の
身
に
継
続
し
て
い
る
と
古
義
人
は
受
け
と
め
て

い
る
。
こ
の
同
性
の
身
体
の
美
し
さ
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
、
明
ら
か
に
情
緒

的
な
絆
で
繫
ぐ
「
友
情
」
の
枠
を
超
え
た
、
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
欲
望
に
近

い
情
念
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
の
段
階
は
す
で
に
「
ア
レ
」
の
何
十
年
後
の
結
果
で
あ
る
が
、
こ

の
結
果
か
ら
「
ア
レ
」
へ
と
遡
っ
て
錬
成
道
場
で
の
出
来
事
を
見
れ
ば
、
も
と

も
と
バ
ラ
バ
ラ
に
し
か
見
え
な
い
古
義
人
の
行
為
を
、
あ
る
一
貫
性
で
統
合
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
章
「
覗
き
見
す
る
人
」
に
お
い
て
、
大
黄
は
「
古
義

人
さ
ん
も
、
親
爺
さ
ん
同
様
に
、
死
ぬ
ま
で
正
体
を
バ
ラ
さ
ず
や
っ
て
ゆ
く
」

と
揶
揄
し
た
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
大
黄
は
さ
ら
に
「
男
で
も
女

で
も
よ
か
っ
た
」
と
補
足
を
付
け
た
。
こ
の
大
黄
の
一
連
の
発
話
の
根
拠
は
、

風
呂
に
入
っ
た
ピ
ー
タ
ー
が
吾
良
の
「
尻
の
割
れ
目
に
掌
を
差
し
入
れ
よ
う
」

と
す
る
猥
褻
な
場
面
を
二
人
が
覗
き
見
た
こ
と
に
あ
る
。
大
黄
が
言
っ
た
古
義

人
の
身
に
お
け
る
親
爺
と
同
じ
正
体
は
要
す
る
に
男
性
の
身
体
に
関
わ
る
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
違
い
な
い
。
そ
の
古
義
人
の
正
体
を
さ
ら
に
明
白
に
し

た
の
は
、
第
一
夜
に
吾
良
が
注
目
し
た
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
句
で
あ
る
。

《
だ
が
、
友
の
手
な
ど
あ
ら
う
筈
は
な
い
、
救
ひ
を
何
処
に
求
め
よ
う
。》

（
中
略
）

｜

あ
の
詩
に
は
、
お
れ
た
ち
の
未
来
が
か
い
て
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
、
ラ
ン
ボ
オ
と
い
う
の
は
偉
い
も
ん
だ
な
あ
!
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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古
義
人
は
吾
良
が
、
か
れ
の
い
う
お
れ
た
ち
の
未
来
に
ど
の
よ
う
な
具

体
的
イ
メ
ー
ジ
を
あ
て
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
な
し
に
、
い
ま

の
発
言
そ
の
も
の
に
喜
び
を
倍
加
さ
せ
ら
れ
た
。

（『
取
り
替
え
子
』、
二
五
四
〜
二
五
五
頁
）

「
ガ
タ
ガ
タ
」の
解
釈
と
同
じ
く
、
こ
の
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
に
対
す
る
吾
良
と
古

義
人
の
受
け
止
め
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
吾
良
の
解
釈
で
は
、
お
れ
た
ち＝

友
の
構
図
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
古
義
人
の
注
目
点
は
、
他
人
を
排
除

す
る
う
ち＝

「
お
れ
た
ち
」
の
発
想
に
あ
る
。
こ
の
「
お
れ
た
ち
」
は
古
義
人
シ

リ
ー
ズ
の
他
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
、
二
人
組
（
カ
ッ
プ
ル
）
と
し
て
の
男
同

士
の
関
係
の
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
カ
ッ
プ
ル
（
男
性
）
と
い
う
言
葉
自
体

は
こ
こ
で
は
同
性
愛
関
係
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
外
を
排
除

す
る
「
う
ち
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
点
は
、「
田
亀
」
の
そ
れ
と
全
く
同
じ

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
田
亀
で
あ
れ
、「
お
れ
た
ち
」で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
古
義

人
が
作
り
出
し
た
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
温
存
す
る
内
的
空

間
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
次
の
シ
ー
ン
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
福
嶋
亮
大
14

が

ま
と
め
た
想
像
的
な
同
性
愛
関
係
と
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。

「
吾
良
の
身
体
は
掛
蒲
団
の
下
で
じ
つ
に
屈
託
な
く
長
な
が
と
伸
び
、そ

こ
か
ら
斜
め
真
っ
す
ぐ
に
突
き
出
て
い
る
シ
リ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
頸
と
立

派
な
顎
を
、
古
義
人
は
誇
ら
し
く
思
っ
た
」（『

取
り
替
え
子
』、
二
五
五
頁
）

以
上
の
引
用
は
た
だ
の
人
物
観
察
で
は
な
く
、
錬
成
道
場
で
の
覗
き
見
す
る

行
為
と
合
わ
せ
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
想
像
的
同
性
愛
関
係
に
肉
付

け
し
た
重
要
な
表
現
で
あ
る
。
要
す
る
に
、『
取
り
替
え
子
』に
お
け
る
同
性
愛

表
象
は
、
初
期
の
大
江
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
強
烈
な
肉
体
表
現
や
性
的
表

現
ま
で
行
か
な
い
と
し
て
も
、
や
は
り
身
体
的
表
現
に
依
拠
し
て
い
る
。
身
体

と
結
合
し
て
初
め
て
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
よ
う
や
く
把
握

で
き
な
い
、
曖
昧
な
も
の
で
は
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は

「
友
情
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
隠
蔽
さ
れ
た
。「
ア
レ
」
を
明
言
で
き
な
い

の
は
ま
さ
に
、「
ア
レ
」の
起
源
と
な
る
隠
さ
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
原
因

が
あ
る
。
逆
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
古
義
人
に
と
っ
て
の「
友
情
」

は
む
し
ろ
普
通
の
意
味
で
の
「
仲
が
良
い
」
と
い
う
意
味
内
容
と
異
な
り
、
男

同
士
の
絆
の
意
味
内
容
に
近
い
。
男
同
士
の
関
係
性
を
よ
り
強
化
す
る
男
同
士

の
絆
は
か
え
っ
て
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
関
係
を
内
包
し
て
い
る
。
こ
の
古
義

人
と
吾
良
の
関
係
は
、
後
述
す
る
錬
成
道
場
の
そ
れ
と
同
じ
原
理
で
あ
る
。

２

同
性
愛
関
係
を
裏
付
け
る
焦
点
人
物
の
変
換

テ
ク
ス
ト
の
焦
点
人
物
が
古
義
人
で
あ
る
以
上
、
そ
の
真
相
を
追
究
す
る
際

に
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
古
義
人
の
言
説
か
ら
目
を
離
せ
な
い
。
し
か
し
、

地
の
文
を
視
野
に
入
れ
て
こ
そ
、
古
義
人
の
発
話
が
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
表
面
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ

も
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
地
の
文
の
ほ
か
に
、
テ
ク
ス
ト
の
視
点
人
物
が
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最
終
章
で
古
義
人
か
ら
千
樫
に
譲
ら
れ
た
と
い
う
構
成
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
こ
の
千
樫
の
言
説
は
、
古
義
人
の
発
話
を
読
者
に
疑
わ
せ
る
契
機
を

与
え
、「
ア
レ
」へ
の
解
釈
作
業
を
単
に
古
義
人
の
発
話
の
み
に
基
づ
か
せ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、「
ガ
タ
ガ
タ
」に
対
す
る
古
義
人
の
解
釈
は
、
吾
良
の
連

続
的
な
身
体
の
美
さ
に
依
拠
し
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
露
呈

す
る
指
標
で
あ
る
。
一
方
、
千
樫
が
見
た
吾
良
像
は
古
義
人
の
そ
れ
と
正
反
対

の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

あ
の
二
晩
以
後
の
吾
良
か
ら
は
、
根
本
的
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

し
だ
い
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
固
定
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
。（
中
略
）

あ
れ
以
降
の
吾
良
も
兄
に
違
い
は
な
い
の
だ
か
ら
、
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
言

葉
で
い
う
と
、
帰
っ
て
来
た
吾
良
は
、
外
側
の
あ
の
向
こ
う
の
気
配
を
引

き
ず
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
あ
れ
か
ら
、
外
側
の
あ
の
向
こ
う
の
気
配

は
、
吾
良
と
と
も
に
い
つ
も
在
っ
た
と
思
う
。

（『
取
り
替
え
子
』、
三
三
八
頁
）

千
樫
の
目
に
「
あ
の
二
晩
」
以
前
と
以
降
の
兄
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
明
ら
か
に

分
断
さ
れ
て
い
る
。
連
続
的
な
吾
良
像
と
分
断
さ
れ
た
吾
良
像
を
比
較
す
れ
ば

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
両
者
の
標
的
は
根
本
的
に
違
っ
て
い
る
。
千
樫
が
見
る

分
断
は
、
外
目
に
お
け
る
分
断
で
は
な
く
、
何
に
対
し
て
も
無
邪
気
な
兄
、
ナ

ル
シ
シ
ズ
ム
の
傾
向
を
持
つ
兄
の
喪
失
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
判
断
基
準
は
、

「
外
側
の
あ
の
向
こ
う
の
気
配
」を
帯
び
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
千
樫
の
言
う
向

こ
う
と
向
こ
う
の
気
配
は
な
に
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
ず
「
外
側
」

の
対
極
に
あ
る
「
内
側
」
の
範
囲
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
点
で

の
内
側
は
明
ら
か
に
、
千
樫
、
母
、
吾
良
の
三
人
が
作
っ
た
集
団
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
こ
の
集
団
の
中
で
形
成
さ
れ
た
吾
良
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
ナ

ル
シ
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
外
側
の
気
配
は
こ
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム

と
異
な
る
何
か
を
意
味
し
て
い
る
。

美
し
い
兄
を
取
り
戻
す
力
を
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
絵
本
に
求
め
る
千
樫
は
ア
イ
ダ

と
重
ね
る
と
こ
ろ
で
、
一
つ
の
驚
く
べ
き
事
実
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
ア
イ
ダ

が
救
っ
た
赤
ん
坊
は
女
の
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
千
樫
が
自
分
の
発

見
に
驚
い
た
原
因
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
小
森
陽
一
の
論
15

を
参
照
し
た
い
。

あ
き
ら
か
に
千
樫
は
、
古
義
人
が
「
吾
良
を
外
側
の
あ
の
向
こ
う
に
導

い
た
案
内
人
だ
」
と
感
じ
て
い
た
の
だ
。
い
や
、
も
う
少
し
正
確
に
言
え

ば
、「
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
本
」
を
繰
り
返
し
読
む
行
為
の
現
在
時
に
お
い
て
、

自
ら
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
た
過
去
の
出
来
事
と
し
て
の
「
あ
の
二
晩
」

に
対
し
て
与
え
て
い
た
意
味
付
け
を
、そ
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
テ
ク
ス
ト
の
事
実
と
し
て
は
、
デ
カ
ル
ト
の
「
コ

ギ
ト
」
と
、
伊
藤
仁
斎
の
「
古
義
学
」
の
「
人
」
と
い
う
二
重
の
意
味
を

喚
起
す
る
古
義
人
と
い
う
固
有
名
を
持
つ
登
場
人
物
は
、「
セ
ン
ダ
ッ
ク
の

本
」
に
登
場
す
る
ゴ
ブ
リ
ン
と
比
喩
的
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
中
略
）読
者
は
古
義
人
の
最
も
近
く
に
い
る
一
人
で
あ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
の

姿
勢
を
学
び
な
が
ら
、
古
義
人
を
疑
っ
て
み
る
べ
き
な
の
だ
。
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絵
本
と
の
同
一
化
に
お
い
て
、
千
樫
の
意
識
は
自
動
的
に
現
実
の
人
物
を
そ

れ
ぞ
れ
絵
本
の
人
物（
自
分
を
ア
イ
ダ
に
、
兄
を
妹
に
、
古
義
人
を
ゴ
ブ
リ
ン
）

に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
構
図
に
従
え
ば
、
ゴ
ブ
リ
ン
古
義
人
が
、
赤
ん
坊

古
義
人
を
連
れ
て
い
く
の
は
自
分
の
嫁
に
す
る
た
め
だ
。
そ
も
そ
も
男
女
関
係

に
基
づ
く
「
お
嫁
さ
ん
に
す
る
」
こ
と
が
こ
こ
で
、
男
同
士
の
間
で
発
生
し
た

と
い
う
こ
と
が
千
樫
を
驚
か
せ
た
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
を
は
っ
き
り
言
う
な
ら

ば
、
千
樫
は
古
義
人
が
吾
良
を
同
性
愛
の
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
認
識
と
連
動
す
る
も
の
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
の
最
初
で
千
樫
が

吾
良
の
死
体
を
古
義
人
に
見
せ
な
か
っ
た
場
面
が
あ
る
。

梅
子
さ
ん
が
、
傷
つ
い
て
変
形
し
て
い
た
吾
良
を
、
愛
情
を
こ
め
て
見

つ
め
る
の
は
い
い
、
そ
の
死
者
の
顔
だ
ち
が
、
し
だ
い
に
本
来
の
も
の
を

取
り
戻
し
て
い
る
の
を
見
る
の
も
い
い
。
妹
で
あ
る
自
分
も
、
同
じ
こ
と

を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
古
義
人
は
そ
れ
ら
す
べ
て
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
。

（『
取
り
替
え
子
』、
一
六
頁
）

「
傷
つ
い
て
変
形
し
て
い
た
吾
良
」に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
千
樫
の
判
断
は

前
述
し
た
、
吾
良
の
連
続
的
身
体
の
美
し
さ
の
み
に
注
目
す
る
古
義
人
の
性
質

に
由
来
す
る
。
要
す
る
に
、
千
樫
は
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
兄

の
美
し
い
身
体
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
温
存
可
能
と
な
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
身
体
に
対
す
る
欲
望
を
可
能
に
し
た
の
は
、
吾
良
の
身
に
お
け
る

「
母
親
か
ら
つ
た
わ
っ
て
い
る
も
の
」（
一
二
三
頁
）、
す
な
わ
ち
「
女
性
性
」
で

あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
で
あ
れ
、
古
義
人
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
吾
良
の
身
体
に
お
け

る
女
性
化
に
誘
惑
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
吾
良
の
身
体
を
対
象
と
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
セ
ッ
ク
ス
な
ど
の
性
行
為
と
し
て
実
行
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

非
常
に
観
念
的
で
あ
る
。
醜
く
な
っ
た
兄
の
遺
体
を
古
義
人
に
見
せ
な
か
っ
た

の
は
古
義
人
の
観
念
的
・
幻
想
的
「
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
破
壊
し
た

く
な
い
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
言
え
ば
、
古
義
人
の
兄
に
対
す
る「
友
情
」

が
実
行
に
移
ら
な
い
限
り
で
看
過
し
た
千
樫
は
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
を
黙
認
し
た
の
で
あ
る
。

千
樫
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
女
が
「
独
立
し
て
と
い
う
の
で
は
な
く
、
吾
良

と
結
び
つ
い
て
い
る
人
」（
二
九
七
頁
）で
あ
る
古
義
人
を
夫
に
選
ん
だ
理
由
は

美
し
い
兄
を
取
戻
す
た
め
だ
。
要
す
る
に
、
古
義
人
は
兄
に
近
づ
く
媒
体
で
あ

る
。
だ
が
、
前
節
で
述
べ
た
男
同
士
の
絆
は
か
え
っ
て
こ
の
結
婚
に
よ
っ
て
、

よ
り
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
古
義
人
は
、
吾
良
に
対
す
る
同
性
愛
の
情
念
を

千
樫
と
の
結
婚
で
、
し
た
が
っ
て
異
性
愛
の
制
度
と
い
う
安
全
装
置
で
隠
し
た

の
で
あ
る
。
た
だ
外
部
の
読
者
は
千
樫
の
黙
認
と
い
う
行
為
の
原
理
に
ま
で
遡

れ
ば
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
明
確
に
確
認
で
き
る
。

焦
点
人
物
千
樫
の
導
入
は
、
古
義
人
が
作
り
上
げ
た
「
友
情
」
と
い
う
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
権
威
を
読
者
に
疑
わ
せ
、
古
義
人
が
隠
そ
う
と
す
る
正
体
を
暴
く

と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
読
者
は
終
章
で
書
か
れ
た
言
説
に

よ
っ
て
、
終
章
以
前
の
章
に
含
ま
れ
た
古
義
人
の
言
説
を
批
判
、
否
定
し
て
い

る
。
こ
う
い
う
前
後
の
齟
齬
を
構
造
化
す
る
の
は
、『
取
り
替
え
子
』に
お
け
る

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
性
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
に
前
後
の
齟
齬
で
読
者
の
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テ
ク
ス
ト
読
解
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
技
法
は
、『
晩
年
様
式
集
』（
講
談
社
、
二

〇
一
三
）に
お
け
る
批
判
の
内
部
生
産
性
16

に
変
容
さ
れ
、
新
た
な
発
展
を
遂
げ

た
。

３

ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
暴
力
と
し
て
の
「
ア
レ
」

『
取
り
替
え
子
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
読
者
に
一
つ
の
誤
解
を
招
き
や
す
い
。

そ
の
誤
解
と
は
、
中
核
に
据
え
ら
れ
た
「
ア
レ
」
を
錬
成
道
場
の
若
者
た
ち
が

行
っ
た
暴
力
そ
の
も
の
に
当
て
は
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
友
情
で

古
義
人
と
吾
良
の
関
係
を
説
明
で
き
な
い
よ
う
に
、
暴
力
の
み
で
「
ア
レ
」
を

統
合
す
る
の
は
い
さ
さ
か
的
外
れ
な
気
が
す
る
。
問
題
は
な
ぜ
二
人
に
そ
の
よ

う
な
暴
力
が
振
る
わ
れ
た
か
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、「
ア
レ
」の
内
実

を
究
明
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
。

こ
の
暴
力
の
内
実
を
探
る
に
は
、ま
ず
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

二
人
が
受
け
た
暴
力
は
単
な
る
独
立
し
た
出
来
事
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
二
人
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
吾
良
の
自
殺
を「
向
う
側
」で
の
出
来
事
に
繫
げ
て
、「
向
う
側
」

で
の
出
来
事
の
前
後
の
吾
良
の
変
化
に
つ
い
て
、
千
樫
は
次
の
よ
う
に
回
想
す

る
。

「
こ
の
人
は
ま
だ
子
供
で
あ
っ
た
時
、
お
な
じ
年
頃
の
吾
良
と“o

u
tsid

e
 

o
ver th

ere”

外
側
の
あ
の
向
こ
う
へ
、
な
に
か
恐
ろ
し
い
こ
と
の
起
る
場

所
へ
出
か
け
て
行
き
、
実
際
に
恐
ろ
し
い
こ
と
を
経
験
し
て
帰
っ
て
来
た

真
夜
中
の
こ
と
を
、
私
は
覚
え
て
い
る
。
い
ま
か
ら
考
え
る
と
、
あ
の
夜

よ
り
前
に
も
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
と
り
な
が
ら
、
吾
良
が
変
わ
っ
て
き

た
こ
と
は
確
か
。
そ
れ
で
も
あ
の
夜
以
来
、
も
う
吾
良
は
引
き
返
し
の
で

き
な
い
所
ま
で
、
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
…
…
」

（『
取
り
替
え
子
』、
二
九
八
頁
）

千
樫
の
発
言
に
よ
れ
ば
、「
外
側
の
恐
ろ
し
い
経
験
」に
よ
る
吾
良
の
変
化
は

決
定
的
だ
と
は
い
え
、
そ
れ
以
前
の
吾
良
は
、
す
で
に
同
質
な
変
化
の
途
上
に

い
る
は
ず
だ
っ
た
。
要
す
る
に
、「
外
側
の
恐
ろ
し
い
経
験
」は
単
な
る
吾
良
の

身
に
あ
る
進
行
中
の
あ
る
「
変
化
」
の
揺
れ
を
定
着
さ
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
変
化
の
揺
れ
と
は
、
す
で
に
分
析
し
た
、
吾
良
の
身
に
お
け
る
二
つ
の
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
の
揺
れ
で
あ

る
。
二
人
の
同
性
愛
者
の
間
に
挟
ま
れ
た
吾
良
は
、
受
身
的
に
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム

か
ら
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
で
は
、
錬
成
道
場
で
の

経
験
は
な
ぜ
吾
良
の
変
化
を
定
着
し
え
た
の
か
。

こ
の
問
題
は
、
錬
成
道
場
と
い
う
ト
ポ
ス
の
意
味
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

錬
成
道
場
は
古
義
人
の
父＝

長
江
先
生
が
戦
前
期
に
開
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
戦
後
大
黄
と
そ
の
弟
子
の
若
者
ら
の
居
住
地
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
。
自

分
た
ち
の
団
体
に
つ
い
て
、
大
黄
は
丸
山
真
男
の
戦
後
論
考
を
引
用
し
、
戦
後

に
降
伏
を
認
め
な
か
っ
た
農
本
主
義
へ
回
帰
す
る
元
国
家
主
義
者
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
錬
成
道
場
は
戦
前
期
の
国
家
主
義
を
延
長
す
る

場
で
、
そ
こ
に
は
伝
統
的
な
「
父
｜
子
」
と
い
う
家
父
長
制
を
基
礎
と
す
る
構

造
体
が
残
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
か
つ
て
古
義
人
の
父
を
先
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生
に
、
大
黄
を
生
徒
に
し
た
構
造
は
現
在
、
新
し
い
先
生
大
黄
と
新
し
い
学
生

の
若
者
ら
に
代
え
ら
れ
た
。
丸
山
真
男
の
国
家
主
義
論
と
著
書
を
中
心
に
展
開

し
た
小
森
の
論
17

を
敷
衍
す
れ
ば
、
大
黄
の
錬
成
道
場
は
絶
対
的
価
値
体
、
す
な

わ
ち
戦
前
期
の
父＝

天
皇
の
構
造
を
温
存
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ

る
。
E
・
K
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
用
語
法
で
は
、
こ
う
い
う
場
の
こ
と
を
、
ホ

モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
18

と
呼
ぶ
。
男
同
士
の
主
体
性
を
中
核
と
す
る
ホ
モ

ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
は
、
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
（
女
性
嫌
い
）
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、

ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
（
同
性
愛
嫌
悪
）
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
。
男
の
み
で
構
成
さ

れ
純
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
男
同
士
の
共
同
体
錬
成
道
場
に
お
け
る
ホ
モ
ソ
ー

シ
ャ
ル
な
社
会
の
特
徴
は
、主
に
同
性
愛
者
同
士
の
三
角
関
係
を
な
す
古
義
人
、

吾
良
、
ピ
ー
タ
ー
の
三
人
に
暴
力
を
振
る
う
形
、
つ
ま
り
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
で
表

現
さ
れ
た
。

大
黄
は
若
者
ら
を
率
い
て
古
義
人
を
探
し
た
時
点
で
、
長
江
先
生
の
子
で
あ

る
古
義
人
を
錬
成
道
場
の
同
士
と
認
め
て
い
る
。古
義
人
を
講
義
に
誘
っ
た
り
、

か
つ
て
の
長
江
先
生
ら
の
銀
行
襲
撃
の
現
場
を
再
訪
し
た
り
す
る
の
は
そ
の
同

士
関
係
を
強
化
す
る
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ピ
ー
タ
ー
や

吾
良
は
た
だ
錬
成
道
場
の
政
治
目
的
を
達
成
す
る
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、

前
に
触
れ
た
「
覗
き
見
す
る
」
と
い
う
章
で
、
錬
成
道
場
の
男
同
士
と
し
て
の

身
分
は
、
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
露
呈
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。

男
同
士
の
純
粋
さ
を
保
持
す
る
に
は
、
異
質
の
存
在
で
あ
る
古
義
人
を
今
の
共

同
体
か
ら
排
除
す
る
の
が
、
必
然
の
成
り
行
き
と
な
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
わ

ざ
わ
ざ
古
義
人
の
前
で
吾
良
を
餌
と
す
る
計
画
を
語
る
大
黄
の
行
為
は
古
義
人

の
同
性
愛
性
質
を
表
面
に
引
き
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
義
人
を
排
除
す
る
口

実
を
見
つ
け
る
た
め
の
策
略
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
錬
成
道
場
の
上
位
に
位
置
す

る
古
義
人
の
大
黄
襲
撃
は
父
へ
の
不
敬
行
為
に
等
し
く
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な

社
会
の
構
造
（
家
父
長
制
、
男
性
同
士
の
絆
）
を
脅
か
す
反
逆
行
為
と
見
て
も

よ
い
。
暴
力
の
直
前
、
若
者
ら
が
発
す
る
皮
肉
っ
ぽ
い
言
葉
「
尻
の
穴
さ
え
き

れ
い
に
洗
う
て
」
は
、
ま
さ
に
暴
力
の
原
因
を
語
っ
て
い
る
。「
尻
の
穴
」
は
、

こ
こ
で
は
大
浴
場
で
ピ
ー
タ
ー
が
吾
良
の
尻
の
割
れ
目
に
掌
を
差
し
入
れ
よ
う

と
す
る
動
作
と
連
動
し
、
同
性
愛
者
の
セ
ッ
ク
ス
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
と
も
と
男
同
士
の
一
員
と
見
な
さ
れ
た
古
義
人
は
若
者
ら
に
同
性
愛

者
ピ
ー
タ
ー
と
同
一
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
直
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
カ
ー
ニ
バ

ル
的
な
雰
囲
気
で
、
剥
い
だ
ば
か
り
の
仔
牛
の
皮
を
二
人
に
被
せ
た
の
は
若
者

ら
の
共
同
体
に
お
け
る
異
質
者
の
追
放
で
あ
り
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
の

内
部
浄
化
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
ア
レ
」
そ
の
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
古
義
人

と
吾
良
が
被
っ
た
暴
力
は
、
本
質
的
に
は
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
に
本
来
内

在
す
る
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
の
表
出
で
あ
る
。
こ
の
表
出
は
、
単
な
る
独
立
し
た
出

来
事
で
は
な
く
、
吾
良
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
古
義
人
の
隠
さ
れ
た
ホ
モ
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な
ど
の
性
質
と
連
関
し
て
い
る
。
こ
の
暴
力
の
表
出
と
そ
の

発
生
条
件
を
整
理
す
る
と
、
不
分
明
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た

「
ア
レ
」の
真
相
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
真
相
と
は
、
吾
良
の
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
変
化
と
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
起
点
と
し
、

ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
の
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
に
よ
る
暴
力
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

と
す
る
全
体
の
こ
と
で
あ
る
。「
ア
レ
」を
暴
力
と
い
う
断
片
の
み
に
当
て
は
め

て
読
ん
で
し
ま
う
と
、
テ
ク
ス
ト
全
体
を
貫
く
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
と
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錬
成
道
場
と
い
う
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
を
切
断
し
か
ね

な
い
。
た
だ
、
強
調
す
べ
き
は
、
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
ホ
モ
ソ
ー

シ
ャ
ル
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
は
決
し
て
相
容
れ
な
い
関
係
で
は
な
く
、
と
き
に

両
者
の
間
に
完
全
に
線
を
引
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お

い
て
、
こ
の
両
者
の
分
け
が
た
い
関
係
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
大
黄
が
長
江
先
生
の
同
性
愛
の
性
向
を
風
刺
し
た
言
葉
は
そ
の
典
型

で
あ
る
。
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
の
最
上
位
に
位
置
す
る
父
的
存
在
が
同
性

愛
者
で
あ
る
と
い
う
設
定
は
、ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
自
体
は
自
己
否
定
的
な
も
の
、

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
性
を
内
部
に
孕
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
性
こ
そ
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
絆
の
強
化
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
宣
伝
の
根
本
的
な
欠
陥
を
表
面
に
引
き
出
し
て
い
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、

『
取
り
替
え
子
』に
お
け
る
父
の
失
墜
は
、
七
〇
年
代
の
作
品
に
お
け
る
象
徴
的

父＝

天
皇
と
い
う
絶
対
的
な
権
威
者
か
ら
『
水
死
』（
二
〇
〇
九
）
に
お
け
る
エ

ゴ
イ
ズ
ム
的
な
逃
亡
者
へ
と
再
解
釈
さ
れ
た
父
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
お
い

て
、
中
間
的
な
地
位
に
位
置
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

４

異
性
愛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
そ
の
破
綻

こ
こ
ま
で
来
て
、
吾
良
の
自
殺
を
ど
う
解
釈
す
べ
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

も
っ
と
適
切
に
言
え
ば
、
吾
良
の
自
殺
は
、「
ア
レ
」と
い
か
な
る
繫
が
り
を
持

つ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
渡
部
は
「
一
人
の
人
間
を
四
十
年
後
の
自
殺

に
追
い
込
む
ほ
ど
の
「
ア
レ
」
で
あ
る
こ
と
を
納
得
す
る
に
は
、
多
大
な
困
難

が
つ
き
ま
と
う
」19
と
批
判
し
て
い
る
。
だ
が
、
渡
部
の
言
う
「
ア
レ
」
は
や
は

り
暴
力
と
い
う
断
片
に
同
定
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
前
節
で
述

べ
た
よ
う
に
、
暴
力
自
体
は
「
ア
レ
」
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
持
続
的
な
性
質

で
あ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
連
す
る
以
上
、「
ア
レ
」は
四
十
年
後
の
吾
良

の
自
殺
に
影
響
を
与
え
る
、
あ
る
い
は
直
接
そ
の
死
を
導
く
可
能
性
は
十
分
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
変
貌
を
遂
げ
た
「
ア
レ
」
は
吾
良
の
自
殺
を
左
右

し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
通
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
吾
良
は
古
義
人
や
錬
成
道
場

の
人
々
と
い
っ
た
他
者
に
性
的
客
体
に
さ
れ
て
き
た
。
古
義
人
と
の
絶
交
か
ら

伺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
外
部
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
た
身
分
に
吾
良
は
拒
否

の
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
性
関
係
に
お
け
る
性
的
客
体
の
身
分
を
原
理
的
に
逆

転
で
き
る
の
は
、異
性
愛
者
と
し
て
の
身
分
を
際
立
た
せ
る
こ
と
以
外
に
な
い
。

正
常
な
家
庭
制
度
の
ほ
か
、
吾
良
が
い
つ
も
何
人
も
の
女
と
性
関
係
を
持
つ
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
の
人
物
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
扱
わ
れ
た
の
は
吾
良
の
異
性
愛

者
の
身
分
を
強
調
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。

こ
こ
で
三
つ
の
こ
と
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。
一
つ
目
は
、
吾
良
は
古
義
人
と

千
樫
と
の
結
婚
に
激
し
く
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
義
人

と
吾
良
と
の
関
係
も
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
そ
れ
と
似
て
い
る
。
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
、「
結
婚
と
い
う
名
に
お
い
て
、「
女
」
を
交
換
す
る

こ
と
で
、「
男
性
同
士
の
絆
」を
断
固
た
る
も
の
に
す
る
」20
と
石
原
千
秋
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、
古
義
人
と
千
樫
の
結
婚
は
、
絶
交
と
い
う
形
で
断
ち
切
ら
れ
た

男
同
士
の
絆
を
復
活
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
吾
良
が
激
し
く
反
対
す
る
原
因
は

ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
異
性
愛
と
し
て
の
結
婚
は
、
た
だ
男
同
士

の
絆
の
再
構
築
を
促
す
手
段
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
背
後
に
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
欲
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望
が
潜
ん
で
い
る
。
二
つ
目
は
、
吾
良
が
残
し
た
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の
こ
と
で

あ
る
。
当
事
者
と
し
て
吾
良
は
古
義
人
が
去
っ
た
錬
成
道
場
で
何
が
起
こ
っ
た

の
か
は
分
か
る
は
ず
だ
が
、正
反
対
の
シ
ナ
リ
オ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、何
が
あ
っ

た
の
か
は
本
人
に
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
分
か
っ
て
い
な
い
と
言
う
の
は
、
実

は
出
来
事
を
見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
出
来
事
の
意
味
を
い
か
に

理
解
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
の
運
命
を
二
種

類
に
分
け
て
描
く
シ
ナ
リ
オ
の
違
い
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、「
ア
レ
」を
通
じ

て
、
自
分
の
性
関
係
に
お
け
る
立
場
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
を
吾
良
自
身
で

さ
え
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浴
場
か
ら
若
者
ら
に
外
に
担

ぎ
出
さ
れ
た
（
そ
し
て
殺
さ
れ
た
）
ピ
ー
タ
ー
の
運
命
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
種

の
暴
力
は
生
皮
を
被
せ
ら
れ
た
行
為
と
同
じ
、
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
に
よ
る
暴
力
に

決
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
自
分
は
や
は
り
性
的
客
体
に
、
つ
ま
り
女
性
化
さ

れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
21

。
最
初
に
触
れ
た
が
、
吾
良
は
終
始
こ
の
女
性
化
か

ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
一
方
、
吾
良
の
代
わ
り
に
、
ピ
ー
タ
ー
は
ほ
か
の
娘
と

男
の
子
を
選
ん
だ
と
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
の
方
な
ら
、
吾
良
は
客
体
化
さ
れ
た
運

命
か
ら
逃
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
主
体
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
吾
良

に
と
っ
て
、
こ
の
不
分
明
さ
こ
そ
、
唯
一
の
真
実
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
不
分

明
は
、
三
つ
目
の
こ
と
、
つ
ま
り
「
シ
マ
・
ウ
ラ
」
と
い
う
女
性
と
の
付
き
合

い
に
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
最
初
の
段
階
で
吾
良
は
少
女
を
異
常
な
性
的
魅
力

に
満
ち
た
、
征
服
す
べ
き
女
性
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
古
義
人
に
向
け
て
の
話

で
も
、
彼
は
わ
ざ
わ
ざ
「
い
じ
ま
し
い
倒
錯
」
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
異
性
愛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
少
女
の
一
八
歳
の
誕
生
日
に
、

二
人
が
行
っ
た
模
擬
性
交
で
、
吾
良
の
射
精
不
能
に
よ
っ
て
途
切
れ
た
。
そ
の

原
因
は
、
吾
良
が
一
八
歳
の
女
を
一
八
歳
の
自
分
に
重
ね
、
か
つ
て
の
自
分
と

性
交
し
て
い
る
よ
う
に
幻
想
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
幻
想
に
お
い
て
、
吾
良

の
身
に
お
け
る
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
両
方
は
重
な
っ

て
い
る
。
特
に
、
自
分
自
身
と
セ
ッ
ク
ス
す
る
の
は「
き
わ
め
て
危
な
い
も
の
」

と
い
う
吾
良
の
科
白
か
ら
推
測
す
れ
ば
、吾
良
の
幻
想
に
お
い
て
、後
者
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
よ
り
強
く
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
自
分
と
い
う
言
葉
は
「
他
者
と
自

分
が
混
同
し
て
い
る
男
性
」の
意
味
に
偏
っ
て
い
る
。
こ
の
性
体
験
を
通
じ
て
、

ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
社
会
（
錬
成
道
場
）
と
古
義
人
、
ピ
ー
タ
ー
ら
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
性
的
客
体
の
身
分（
同
性
愛
者
）、
つ
ま
り
異
性
愛
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
抑
圧
し
て
き
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
欲
望
が
再
び
吾
良
の
身
に
回
帰
し

た
。
ち
な
み
に
、
吾
良
が
少
女
に
付
け
た
名
前
「
シ
マ
・
ウ
ラ
」
も
吾
良
の
変

化
を
示
し
て
い
る
。
浦
島
太
郎
は
日
本
神
話
に
お
け
る
永
遠
の
少
年
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
よ
う
で
あ
る
が
、
自
分
と
似
て
い
る
少
女
に
「
浦
島
」
の
逆
読
み

と
し
て
の
「
シ
マ
・
ウ
ラ
」
を
付
け
た
の
は
、
む
し
ろ
浦
島
太
郎
の
男
性
性
を

逆
転
し
た
意
味
合
い
で
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
テ
ク
ス
ト
に
お
い

て
、「
シ
マ
・
ウ
ラ
」
は
吾
良
の
性
倒
錯
を
言
語
化
し
た
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
以
上
挙
げ
た
三
つ
の
こ
と
の
共
同
作
用
で
、
吾
良
の
異
性
愛

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
破
綻
し
、
本
人
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
て
き
た
「
ア
レ
」

の
体
験
に
よ
り
刻
印
さ
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
復
活
し
た
。
田
亀
で

か
つ
て
古
義
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
欲
望
を
煽
り
立
て
た
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
句

が
引
用
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
自
分
と
同
じ
経
験
を
し
た
古
義
人
へ
の
呼
び
か
け

で
あ
る
。「
嘘
を
糧
に
身
を
養
っ
て
き
た
」
と
い
う
一
文
に
お
け
る
、「
嘘
」
は
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単
に
芸
術
家
が
携
わ
る
仕
事
、
つ
ま
り
虚
構
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
枠
に
収
ま
る

映
画
、
小
説
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
結
婚
や
女
性
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

的
性
関
係
で
演
じ
た
異
性
愛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

「
吾
良
を
自
殺
さ
せ
た
女
は
母
以
外
、
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
」と
い
う
千
樫
の

発
言
通
り
、「
女
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
否
定
」す
る
遺
書
を
残
し
た
吾
良
の
自

殺
は
男
性
と
の
関
係
（
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
に
関
わ
っ
て
お
り
、「
み
ず

か
ら
虚
偽
を
食
い
も
の
に
し
て
い
た
事
を
謝
罪
し
」、「
出
発
」
す
る
手
段
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
異
性
愛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
吾
良
に
と
っ
て
嘘
で
あ
る
な
ら

ば
、
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
中
心
に
据
え
ら
れ
た
「
友
情
」
の
名
目
で
組
み
込

ま
れ
た
古
義
人
の
言
説
は
、ま
さ
に
巨
大
な
嘘
の
仕
掛
け
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
嘘
を
暴
き
、
解
明
す
る
の
は
、
同
じ
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
に
に
併
存
し
て
い

る
千
樫
の
言
説
で
あ
り
、
吾
良
の
自
殺
で
あ
る
。
こ
の
嘘
と
そ
の
反
転
が
併
存

す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』
が
あ
る
。

た
だ
そ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
僕
の
言
葉
は
母
の
言
葉
に
随
時
に
修
正
さ
れ

た
た
め
、
嘘
の
仕
掛
け
で
あ
る
僕
の
言
葉
は
最
初
か
ら
読
者
に
疑
わ
れ
た
。
一

方
、『
取
り
替
え
子
』で
は
、
嘘
の
ほ
う
が
優
位
に
立
ち
、
嘘
を
否
定
す
る
言
説

を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
作
品
を
最
後
ま
で
読
ん
で
、

本
当
ら
し
い
真
実
を
捉
え
る
の
は
い
さ
さ
か
難
し
い
。
だ
が
、
真
実
が
分
か
ら

な
い
か
ら
こ
そ
、
テ
ク
ス
ト
の
構
造
と
言
説
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
性
を
綿
密
に
点

検
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
読
者
に
要
求
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
『
取
り

替
え
子
』に
お
け
る
嘘
の
仕
掛
け
は
決
し
て
物
語
の
筋
の
要
求
の
み
で
は
な
く
、

読
者
の
謎
解
き
の
習
慣
に
挑
戦
す
る
た
め
の
仕
掛
け
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

『
取
り
替
え
子
』の
テ
ク
ス
ト
は
、
共
同
了
解
や
黙
説
法
を
前
提
と
す
る
指
示

詞
「
ア
レ
」
の
使
用
法
を
逆
手
に
取
り
、
指
示
内
容
が
共
有
で
き
な
い
、
特
権

化
さ
れ
た
「
ア
レ
」
に
す
べ
て
を
集
約
し
て
い
る
。「
ア
レ
」
が
不
分
明
で
あ
る

の
は
共
有
で
き
る
基
盤
（
当
事
者
の
一
人
が
不
在
）
を
失
っ
た
た
め
で
あ
る
。

公
に
公
開
で
き
な
い
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
わ
る
以
上
、
残
り

の
当
事
者
は
策
略
と
し
て
そ
れ
を
言
説
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
隠
蔽
し
よ
う
と
す

る
。
た
だ
、
小
説
自
体
が
三
人
称
と
焦
点
人
物
の
変
化
の
技
法
を
取
る
こ
と
で

そ
の
隠
蔽
を
暴
く
糸
口
を
提
供
し
て
い
る
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
ホ
モ

ソ
ー
シ
ャ
ル
と
の
葛
藤
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
の
全
体
こ
そ
が
、「
ア
レ
」の

指
示
内
容
で
あ
る
。「
友
情
」で
ご
ま
か
す
古
義
人
の
言
説
で
あ
れ
、
曖
昧
な
遺

言
で
あ
る
吾
良
の
言
説
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
隠
蔽
、
あ
る
い
は
嘘
の
仕
掛
け
と

し
て
こ
の
「
ア
レ
」
の
正
体
を
暈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
ア
レ
」
と
い
う

指
示
詞
は
物
語
内
容
に
お
け
る
謎
の
正
体
だ
け
で
は
な
く
、『
取
り
替
え
子
』を

作
り
上
げ
た
、
表
面
で
は
共
有
で
き
な
い
嘘
の
仕
掛
け
を
も
指
示
し
て
い
る
。

テ
ク
ス
ト
で
再
言
及
さ
れ
た
過
去
の
作
品
を
並
べ
て
み
れ
ば
、
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
（
同
性
愛
）
の
問
題
は
ま
た
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
。
福
嶋
亮
大
は
二

〇
〇
〇
年
代
の
「
お
か
し
な
二
人
組
」
三
部
作
に
お
け
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
、「
初
期
に
お
け
る
み
ず
み
ず
し
い
身
体
性
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

あ
く
ま
で
想
像
的
に
形
成
さ
れ
た
男
同
士
の
関
係
を
示
し
て
い
る
」22
と
指
摘

し
、「
身
体
的
対
想
像
的
」と
い
う
対
極
の
形
態
で
捉
え
て
い
る
。
だ
が
、
本
稿

の
分
析
を
通
じ
て
分
か
る
よ
う
に
、
初
期
と
後
期
の
変
化
は
、
決
し
て
身
体
的
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対
想
像
的
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
後
期
の
そ
れ
は
身
体
的
同
性
愛
の
描
写
を

弱
め
な
が
ら
も
、
み
ず
み
ず
し
い
身
体
性
と
想
像
的
要
素
の
両
方
を
組
み
込
ん

だ
同
性
愛
表
象
で
あ
る
。
初
期
の
作
品
群
に
お
け
る
同
性
愛
表
象
は
、「
外
国
人

男
性
と
日
本
人
男
性
の
支
配
／
従
属
関
係
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
23

で
表
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
日
本
の
政
治
状
況
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
同
性

愛
関
係
を
表
象
す
る
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
と
違
い
、『
取
り
替
え
子
』は
父
を
媒

介
と
す
る
同
性
愛（
古
義
人
）、
ま
た
父
を
上
位
と
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
共
同
体

（
錬
成
道
場
）
の
暴
力
に
重
点
を
置
く
と
い
う
方
向
に
進
ん
で
い
く
。「
身
体
的

対
想
像
的
」
の
両
端
の
間
に
挟
ま
れ
た
の
は
、
本
作
で
言
及
さ
れ
た
『
み
ず
か

ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』
や
、『
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
』
な
ど
の
テ
ク
ス
ト

で
実
践
し
た
、
父
あ
る
い
は
象
徴
的
父
へ
の
同
一
化
を
通
じ
て
「
む
し
ろ
オ
ー

ト
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
（
自
己
愛
）
的
、
も
し
く
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
的
な
も
の
」24
と

語
ら
れ
る
よ
う
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
形
成
で
あ
る
。
こ
の
父
を
介
し
て
形

成
さ
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、『
取
り
替
え
子
』に
お
け
る
吾
良
の
そ
れ
と

全
く
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
後
期
で
現
れ
た
同
性
愛
表
象
の
変
化
は
、
初
期

の
身
体
的
か
ら
後
期
の
想
像
的
へ
と
い
う
構
図
で
は
捉
え
ら
れ
ず
、
中
間
的
な

父
的
問
題
の
介
在
に
よ
り
、
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
父
の
問
題
へ
の
関
与
は
、
七

〇
年
代
の
『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』
周
辺
の
作
品
や
後
の
『
水

死
』
に
お
け
る
父
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
父
の
造
型
の
変
容

過
程
を
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
込
め
て
呈
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
過
程
に
お
け
る

父
の
変
容
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
一
つ
大
き
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ

ま
り
、
絶
対
的
な
父
の
格
下
げ
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、『
取
り
替
え
子
』は
こ
れ
ま
で
の
大
江
文
学
に
お
け
る
同
性
愛

表
象
の
達
成
を
総
合
し
た
テ
ク
ス
ト
と
言
え
る
。
そ
の
総
合
作
業
に
よ
っ
て
、

テ
ク
ス
ト
の
価
値
は
こ
れ
ま
で
の
同
性
愛
表
象
の
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
強
い
政

治
関
連
か
ら
徐
々
に
離
れ
、
隠
蔽
や
嘘
の
仕
掛
け
な
ど
の
小
説
技
法
の
面
に
傾

い
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
過
去
の
自
作
へ
の
検
討
と
批
判
そ
の
も
の
を
テ

ク
ス
ト
の
内
容
と
す
る
の
は
、『
懐
か
し
い
年
へ
の
手
紙
』
の
周
辺
か
ら
『
晩
年

様
式
集
』
ま
で
の
大
江
小
説
の
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、『
取
り
替
え
子
』

は
、
幾
つ
か
の
先
行
作
品
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
作
品
と
い
か
に
関

わ
る
か
を
決
し
て
明
示
し
な
い
。
明
示
し
な
い
限
り
、
先
行
作
品
と
の
関
わ
り

方
次
第
で
、
テ
ク
ス
ト
の
仕
掛
け
で
あ
る
「
ア
レ
」
に
対
す
る
解
釈
は
多
様
と

な
り
、
テ
ク
ス
ト
の
読
解
も
不
確
定
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、『
取
り
替
え
子
』に

お
け
る
最
も
大
き
な
仕
掛
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
水
死
』に
お
け
る
明
白
な

先
行
テ
ク
ス
ト
を
書
き
直
す
と
い
う
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
と
異
な
り
、『
取
り

替
え
子
』
の
そ
れ
は
、「
こ
れ
ま
で
の
大
江
文
学
に
お
け
る
同
性
愛
表
象
」
と
い

う
読
者
が
熟
知
し
た
先
行
テ
ク
ス
ト
全
体
を
相
対
化
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
新
し
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
に
組
み
込
み
、
最
初
か
ら
読
者
と
書
き
手
の

間
で
黙
説
法
的
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
保
障
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
取
り
替
え
子
』は
大
江
文
学
の
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね

を
振
り
返
り
な
が
ら
、読
者
の
認
識
に
お
い
て
す
で
に
硬
直
し
て
し
ま
っ
た「
大

江
文
学
に
お
け
る
同
性
愛
表
象
」
と
い
う
既
定
観
念
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

（
じ

ゆ
け
ん
・
言
語
文
学
専
攻
）
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注１

大
江
健
三
郎
『
大
江
健
三
郎
・
再
発
見
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
一
）
五
八
頁

２

例
え
ば
、
小
林
康
夫
は
「
運
命
の
不
均
衡
な
分
有
」（『
新
潮
』、
二
〇
〇
一
・
二
）

で
「
ア
レ
」
を
「
純
粋
で
美
し
い
魂
が
共
同
体
の
理
不
尽
な
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、

そ
こ
に
死
と
同
じ
く
ら
い
取
り
返
し
え
な
い
「
傷
」
が
刻
印
さ
れ
る
と
い
う
特
異

な
起
源
の
出
来
事
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
川
本
三
郎
の
「
芸
術
家
の
自

死
と
再
生
｜

大
江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子
』
を
読
む
｜

」（『
文
学
界
』、
二
〇

〇
一
・
二
）
は
「
芸
術
家
と
い
う
選
ば
れ
た
者
の
受
難
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

３

加
藤
典
洋
『
テ
ク
ス
ト
か
ら
遠
く
離
れ
て
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
）
七
〇
頁

４

福
田
和
也
「
大
江
健
三
郎
と
自
殺
者
た
ち
」（『
文
学
界
』、
二
〇
〇
一
・
九
）

５

渡
部
直
己
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
「
ア
レ
」
が
二
重
橋
作
家
の
「
何
か
」
を
下
回

る
と
き
｜

大
江
健
三
郎『
取
り
替
え
子
』を
読
む
」（『
早
稲
田
文
学〔
第
９
次
〕』、

二
〇
〇
一
・
三
）

６

大
江
健
三
郎
『
憂
い
顔
の
童
子
』
の
中
で
「
ア
レ
」
が
再
び
話
題
に
さ
れ
た
と
は

い
え
、
そ
れ
は
や
は
り
事
後
的
解
釈
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、『
取
り
替
え
子
』が
単
独

の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
書
か
れ
た
本
来
の
時
点
で
の
「
ア
レ
」
の
真
相
と
無
関
係
で

あ
る
。

７

小
森
陽
一
『
歴
史
認
識
と
小
説
｜

大
江
健
三
郎
論
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
）
三

四
頁

８

小
森
陽
一
「
語
り
」（
石
原
千
秋
ほ
か
編
『
読
む
た
め
の
理
論
｜

文
学
・
思
想
・

批
評
』、
世
織
書
房
、
一
九
九
一
）
九
七
頁

９

V
in
cen

t Jam
es K

eith

「
大
江
健
三
郎
と
三
島
由
紀
夫
の
作
品
に
お
け
る
ホ
モ

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
不
満
」（『
批
評
空
間
』
第

期
第
一
六
号
、
一
九
九
八
）

10

ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
「
性
的
倒
錯
論
」（
土
屋
恵
一
郎
・
富
山
太
佳
夫
『
ホ
モ
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』、
弘
文
堂
、
一
九
九
四
）
二
六
八
頁

11

山
城
む
つ
み
「
追
憶
と
反
復
｜

大
江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子

チ
ェ
ン
ジ
リ
ン

グ
』
を
読
む
」（『
群
像
』、
二
〇
〇
一
・
三
）

12

川
本
三
郎

前
掲
論
文

13

内
堀
瑞
香
「
大
江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子
』
論：

「
再
生
」
装
置
と
し
て
の
「
田
亀
」」

（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
二
〇
〇
八
）

14

福
嶋
亮
大
「
大
江
健
三
郎
の
神
話
装
置
｜

ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
・
虚
構
・
擬

似
私
小
説
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
10
次
第
４
号
、
二
〇
一
一
）

15

小
森
陽
一

前
掲
書
、
六
一
頁

16

拙
稿
「
終
わ
ら
な
い
書
き
直
し
の
方
法
｜

大
江
健
三
郎
『
晩
年
様
式
集
』
論
」

（『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
五
）

17

小
森
陽
一
、
前
掲
書
、
六
一
頁

18

イ
ヴ
・
K
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
『
男
同
士
の
絆
｜

イ
ギ
リ
ス
文
学
と
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
欲
望
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）

19

渡
部
直
己
、
前
掲
論
文

20

石
原
千
秋
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
｜

夏
目
漱
石
『
こ
ヽ
ろ
』（
小
説
）／
向
田
邦
子

『
あ
・
う
ん
』（
小
説
）／
三
田
誠
広
『
い
ち
ご
同
盟
』」（『
國
文
學：

解
釈
と
教
材

の
研
究
』、
二
〇
〇
一
・
二
）

21

上
野
千
鶴
子『
女
ぎ
ら
い
｜

ニ
ッ
ポ
ン
の
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
二

〇
一
〇
）
二
七
頁

22

福
嶋
亮
大
、
前
掲
論
文

23

黒
岩
裕
市
「
大
江
健
三
郎
『
喝
采
』
の
男
性
同
性
愛
表
象
」（『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
文
学
部
紀
要
』、
二
〇
一
二
・
三
）

24

中
村
三
春
『

変
異
す
る

日
本
現
代
小
説
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
三
）
二
七

八
頁

― ―149

時

隠
さ
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ


